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　被災した土木施設の災害査定が、令和元年災第3次査定
（11/12 ～ 13）から始まり、令和元年災第
12次査定（2/3～ 7）をもって、全て終了し
ました。
　災害査定の結果、県と市町村管理施設を
合わせて累計2,794カ所、決定額が約928
億円となり、福島県における台風等降雨被
害での決定額としては過去最大となります。

　

県
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40
の
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通
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。

　

県
管
理
道
路

は
通
行
止
め
が

最
大
３
７
８
カ

所
、
土
砂
崩
れ

は
１
５
２
カ
所

2020年
　6月号今月の表紙 JR常磐線富岡駅

（富岡町）
3月14日に全線で運転を再開したJR常磐線。約９年ぶりに富岡─浪江間（20.8km）がつながり、復興に向けてたくさんの
笑顔と希望を運んでいます。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
等
か
ら
の
復
旧・復
興
と

水
災
害
に
強
い
ふ
く
し
ま
を
目
指
し
て

全国各地から派遣職員の応援を
いただいています！

　
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）等
に
よ
り
、福
島

県
は
全
域
に
わ
た
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
状
況
や
復

旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
、防
災
・
減
災
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

 

県
内
の
被
害
状
況

        東日本台風等の災害査定が終了しました

で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

見
町
の
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
は

水
没
の
た
め
機
能
不
全
状
態
に

な
る
な
ど
全
県
的
に
大
規
模
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

人的被害
死者 32 人 
行方不明者 0 人
重傷者 1 人
軽傷者 58 人

住宅被害
床上浸水 1,161 棟 
床下浸水 443 棟
全壊 1,490 棟
半壊 12,568 棟
一部損壊 6,980 棟

工 種
県 市町村 県、市町村合計

箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円）
河　　川 1,411 50,072 70.3% 473 8,387 38.8% 1,884 58,459 63.1%
海　　岸 1 460 0.6% 0.0% 1 460 0.5%
砂防設備 28 680 1.0% 0.0% 28 680 0.7%
道　　路 277 4,737 6.7% 495 6,130 28.4% 772 10,868 11.7%
橋　　梁 1 117 0.2% 24 3,781 17.5% 25 3,898 4.2%
港　　湾 4 119 0.2% 0.0% 4 119 0.1%
漁　　港 13 923 1.3% 0.0% 13 923 1.0%
下 水 道 1 12,688 17.8% 30 1,972 9.1% 31 14,660 15.8%
公 園 等 0.0% 23 835 3.9% 23 835 0.9%
住　　宅 7 1,360 1.9% 6 505 2.3% 13 1,865 2.0%

計 1,743 71,156 100.0% 1,051 21,610 100.0% 2,794 92,767 100.0%

県災害対策本部調べ（4月7日現在）

災害査定の様子

特 集



2020年
　6月号 読者からのお便り 地方創生には人口を増やすことが大切だと思うので子育て世代に対する何らかのメリットを県をあげてやっていくといいと思い

ます。（天栄村 10代）3

全国各地から派遣職員の応援を
いただいています！

令和元年東日本台風による福島県内の公共土木施設の復旧状況パネル展

　公共土木施設の被災、被害状況や東日本台風の概要、応急復旧工
事の状況などを紹介するパネル展を開催します。

６月８日（月）～19日（金）　午前9時30分～午後５時
福島市子どもの夢を育む施設　こむこむ（福島市早稲町）
県庁土木企画課　☎024（521）7886

日 時
会 場
問

　

沖
縄
県
か
ら
派
遣
職
員
と
し

て
、
4
月
1
日
に
着
任
し
ま
し

た
。
派
遣
前
は
土
木
建
築
部
施

設
建
築
課
で
県
有
施
設
の
機
械

設
備
の
工
事
発
注
や
現
場
監
督

を
し
て
い
ま
し
た
。
首
里
城
が

火
災
で
焼
失
し
た
際
に
は
福
島

県
の
皆
さ
ん
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
募
金
を
い
た
だ
き
、恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、災
害
時
の
初
動
体

制
を
学
び
た
か
っ
た
た
め
今
回

の
災
害
の
派
遣
依
頼
に
希
望
を

出
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
台
風
で
浸
水
被
害
を

受
け
た
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

機
械
設
備
の
応
急
仮
工
事
を
し

な
が
ら
、本
復
旧
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
本
復

旧
は
来
年
度
中
の

終
了
を
目
指
し
て

い
る
の
で
、皆
さ
ん

に
は
引
き
続
き
節

水
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

　
災
害
は
、ま
た
い

つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
い
ち

早
く
日
常
に
戻
れ

る
よ
う
、今
ま
で
の

派
遣
職
員
と
し
て

福
島
へ
恩
返
し

経
験
を
い
か
し
な
が
ら
、福
島
県

職
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
復
旧
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
福
島
県
に
来
て
、見
る
景
色
全

て
が
新
鮮
で
す
。
ご
当
地
グ
ル

メ
を
食
べ
た
り
、
冬
は
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、福
島
県
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
も
挑
戦

し
た
い
で
す
。

応援職員による災害対応の様子

お話を伺った桃
とう

原
ばる

拓
たく

未
み

さん（中央）と東京都からの応援職員・小
お

滝
たき

勝
かつ

己
み

さん（右）、秋田県からの応援職員・清
し

水
みず

継
つぐ

規
み

さん（左）

　INTERVIEW
　　インタビュー

力
を
合
わ
せ
、

日
常
を
取
り
戻
し
た
い



知事メッセージ
Message

知っているようで知らない「福島県」。今回の特集は特に興味深く読みました。これからも知らなければならない情報を届けてく
ださい。（磐梯町 60代） 読者からのお便り 2020年

　6月号 4

福島県緊急水災害対策プロジェクト

　東日本台風等による災害を踏まえ、頻発化・激甚化する水災害への対応として、総合的な
防災・減災対策の強化を目的に、令和６年度までに10項目にわたって集中的に取り組みます。

❶ 改良復旧事業および災害復旧事業の推進
❷ 河川の河道掘削および伐木の推進
❸ 河川改修および堤防強化の推進
❹ 土砂災害対策の推進

　　❻ 河川監視カメラの設置拡大　　❶ 改良復旧事業および災害復旧事業の推進

❺ 危機管理型水位計の設置拡大
❻ 河川監視カメラの設置拡大
❼ 洪水浸水想定区域の公表の前倒し・拡大
❽ 福島県河川流域総合情報システムのサーバー強化
❾ ダムにおける事前放流に向けた体制構築
　 土砂災害警戒区域等の指定の推進

ハード対策

ソフト対策

　

東
日
本
台
風
等
に
よ
る
被
害

は
、
こ
れ
ま
で
本
県
で
発
生
し

た
水
害
の
中
で
過
去
最
大
規
模

の
極
め
て
甚
大
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
で
は
、
被
災
し
た
箇
所
の

復
旧
を
始
め
、
河
川
の
改
修
や

土
砂
災
害
対
策
の
ほ
か
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
命
を
守
る
行
動
を

取
る
た
め
の
情
報
発
信
を
強
化

す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
対
策
を
集
中
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
激
甚
化
す
る
水
害
か

ら
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
市
町
村
や

国
と
力
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的

な
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

東日本台風に伴う豪雨により、家屋等の浸水や護岸崩
壊などの甚大な被害が発生した河川について、災害復
旧とあわせて河川改良を行い、再度災害防止を図ります。

氾濫の危険性が高く、人家や重要施設のある箇
所に簡易型河川監視カメラを設置し、リアルタ
イムで河川状況を共有することで
円滑な避難を促進します。

Pick up Pick up

【平成27年 関東･東北豪雨の事例】桧沢川（南会津町）
災害復旧助成事業により、護岸の復旧とあわせて河道拡幅な
どの河川改良を行い、河川の流下能力向上を図りました。

破堤により家屋等の浸水被害が発生

被災状況 改良復旧後

問 県庁河川計画課　☎024（521）7482

安
全・安
心
な
暮
ら
し
を

一
日
で
も
早
く
取
り
戻
す

た
め
に福

島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄
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北飯渕
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北飯渕
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南飯渕
地区
南飯渕
地区
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